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主よ、どうか主の民の心を奮い立たせてください。わたしたちが喜びをもってみ業にあず

かり、その深い恵みによって、み助けを受けることができますように、主イエス・キリス

トによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 ダニエル書 12章 1-4《5-13》節 

 

その時、大天使長ミカエルが立つ。彼はお前の民の子らを守護する。その時まで、苦難

が続く、国が始まって以来、かつてなかったほどの苦難が。しかし、その時には救われる

であろう、お前の民、あの書に記された人々は。多くの者が地の塵の中の眠りから目覚め

る。ある者は永遠の生命に入り、ある者は永久に続く恥と憎悪の的となる。目覚めた人々

は大空の光のように輝き、多くの者の救いとなった人々は、とこしえに星と輝く。ダニエ

ルよ、終わりの時が来るまで、お前はこれらのことを秘め、この書を封じておきなさい。

多くの者が動揺するであろう。そして、知識は増す。」 

《わたしダニエルは、なお眺め続けていると、見よ、更に二人の人が、川の両岸に一人

ずつ立っているのが見えた。その一人が、川の流れの上に立つ、あの麻の衣を着た人に向

かって、「これらの驚くべきことはいつまで続くのでしょうか」と尋ねた。すると、川の流

れの上に立つ、あの麻の衣を着た人が、左右の手を天に差し伸べ、永遠に生きるお方によ

ってこう誓うのが聞こえた。「一時期、二時期、そして半時期たって、聖なる民の力が全く

打ち砕かれると、これらの事はすべて成就する。」こう聞いてもわたしには理解できなかっ

たので、尋ねた。「主よ、これらのことの終わりはどうなるのでしょうか。」彼は答えた。

「ダニエルよ、もう行きなさい。終わりの時までこれらの事は秘められ、封じられている。 

多くの者は清められ、白くされ、練られる。逆らう者はなお逆らう。逆らう者はだれも悟

らないが、目覚めた人々は悟る。日ごとの供え物が廃止され、憎むべき荒廃をもたらすも

のが立てられてから、千二百九十日が定められている。待ち望んで千三百三十五日に至る

者は、まことに幸いである。終わりまでお前の道を行き、憩いに入りなさい。時の終わり

にあたり、お前に定められている運命に従って、お前は立ち上がるであろう。」》 

 

詩 編 第 16編 

 

１  神よ､わたしを守ってください∥ わたしはみもとに逃れます 

２ 主に向かってわたしは叫ぶ｢あなたはわたしの主∥ あなたのほかに幸せはない」 

３ 地にある聖徒たちに∥ わたしの大きな喜びがある 

４ ほかの神々のもとに走る者は苦しみを増す∥ わたしは血の祭りを献げず、その名を

口にすることはない 

５ 主よ、あなたはわたしの受ける譲り、わたしの受ける杯∥ わたしの行方を決める方 

６ 測り縄はわたしのために良い所に落された∥ わたしの受けたものはすばらしい 

７ わたしに勧めを与えてくださった主をたたえよう∥ 夜わたしは深く悟る 

８ わたしは絶えず主を思う∥ 神はわたしの右におられ、わたしは揺るがない 



９ 心は喜びに満ち溢れ∥ 体は安らかに憩う神よ、あなたはわたしを死の国に見捨てら

れず∥ あなたを敬う人が朽ち果てるのを望まれない 

10 あなたは命の道を示してくださる∥ み前には溢れる喜び、みもとには永遠の楽しみ

がある 

 

使徒書 ヘブライ人への手紙 10章 31-39節 

 

生ける神の手に落ちるのは、恐ろしいことです。あなたがたは、光に照らされた後、

苦しい大きな戦いによく耐えた初めのころのことを、思い出してください。あざけられ、

苦しめられて、見せ物にされたこともあり、このような目に遭った人たちの仲間となった

こともありました。実際、捕らえられた人たちと苦しみを共にしたし、また、自分がもっ

とすばらしい、いつまでも残るものを持っていると知っているので、財産を奪われても、

喜んで耐え忍んだのです。だから、自分の確信を捨ててはいけません。この確信には大き

な報いがあります。神の御心を行って約束されたものを受けるためには、忍耐が必要なの

です。「もう少しすると、来るべき方がおいでになる。遅れられることはない。わたしの

正しい者は信仰によって生きる。もしひるむようなことがあれば、その者はわたしの心に

適わない。」しかし、わたしたちは、ひるんで滅びる者ではなく、信仰によって命を確保

する者です。 

 

福音書 マルコによる福音書 13章 14-23節 

 

「憎むべき破壊者が立ってはならない所に立つのを見たら――読者は悟れ――、その

とき、ユダヤにいる人々は山に逃げなさい。屋上にいる者は下に降りてはならない。家に

ある物を何か取り出そうとして中に入ってはならない。畑にいる者は、上着を取りに帰っ

てはならない。それらの日には、身重の女と乳飲み子を持つ女は不幸だ。このことが冬に

起こらないように、祈りなさい。それらの日には、神が天地を造られた創造の初めから今

までなく、今後も決してないほどの苦難が来るからである。主がその期間を縮めてくださ

らなければ、だれ一人救われない。しかし、主は御自分のものとして選んだ人たちのため

に、その期間を縮めてくださったのである。そのとき、『見よ、ここにメシアがいる』

『見よ、あそこだ』と言う者がいても、信じてはならない。偽メシアや偽預言者が現れ

て、しるしや不思議な業を行い、できれば、選ばれた人たちを惑わそうとするからであ

る。だから、あなたがたは気をつけていなさい。一切の事を前もって言っておく。」 


